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東部南海トラフ海域において、メタンハイドレート探査を目的とした総面積約 2,000 平方 km の 3 次元反射法地

震探査が 2002 年度に実施された。また、この地震探査データから推定された BSR 分布に基づき、2003 年度から 2004

年度に試掘が実施された。メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム(MH21)は、現在、これらの坑井・地震

探査データを総合的に解釈することで、メタンハイドレートの 3 次元的な分布状況の推定を行っている。 

資源探査の観点からは、メタンハイドレート濃集帯の分布推定が重要であり、地震探査データから示唆される

物理特性(P 波速度構造、インピーダンス、ポアッソン比等)の把握と、詳細な地質解釈により、その解明を進めて

いる。特に、地質解釈という点では、メタンガス移動集積の規制要因のひとつと予想される、孔隙率の高い砂岩体

の分布評価が作業の要となる。これは、深海成タービダイトシステムの発達状況の把握など、東部南海トラフ海域

における地質構造発達の解明に直接つながるものである。 


